
  
 
 
 
 
 

2 6  建築と社会 2 0 1 7 . 1 1 

特
集 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

当社は昭和 44 年 2 月に設立以来、非木造建

築物の構造設計や耐震診断・耐震補強設計に

携わってきた。平成 15 年 7 月に（一社）日本

建築構造技術者協会・関西支部から豊田市の

民家（写真 1）の耐震診断・耐震補強設計を受

託して以降、木造建築物にも関わるようにな

り、社寺建築や幼稚園（写真 2）などの耐震補

強設計や、新築の駅舎(写真 3)や多目的ホール

（写真 4）などの構造設計に協力してきた。 

これらの経験から得た技術を活かすことで、

平成 23 年 9 月から中山寺の木造伝統構法によ

る五重塔の構造設計に携ることができた。 

中山寺五重塔は約 400 年ぶりの再建である。 

（写真 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五重塔の概要 

構造計算は限界耐力計算を用いて、建築確

認は工作物として宝塚市へ申請し、（一財）日

本建築総合試験所にて安全審査を受けた。  
・建築面積：161.5 ㎡ 

・高  さ：28.27m 

・設 計 者：株式会社 MIKI 建築設計事務所 

     ：株式会社能勢建築構造研究所 

・施 工 者：大成建設株式会社 

・木 工 事：有限会社團上工務店 

・竣  工：平成 29 年 1月 

五重塔の塔身の構法は、古代以来の積重ね

構法（法隆寺等）、近世以降の長柱構法（教王

護国寺等）と柱と貫でラーメンを形成した櫓

構法（日光東照宮等）の 3 つに分けられるが、

中山寺五重塔は長柱構法を採用した。また、

初重に裳階（もこし）が取り付くのも特徴で

ある。 

 

構造設計概要 

五重塔は 4 本の四天柱、12 本の側柱と 1 本

の心柱から構成される。四天柱と側柱は隣り

合う柱と相互に貫で接合され、また柱間には

落とし込み板壁を配置して各重の水平耐力を

確保した。なお、初重の柱は傾斜復元力を水

平抵抗要素として考慮した。 

各重の水平構面は、4 段の繋ぎ肘木と通肘木

を合せて「囲」の字形状に組まれ、強固に構

成される（写真 6）。 

心柱は礎石立ちとし、3段に継ぎ足して相輪

を支持する。塔身との繋ぎは無く、露盤付近 

にて水平方向に接触するのみである。 

各 論 
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横田 友行 
昭和 31 年 4 月 25 日生 

大阪工業大学卒。昭和 54 年 4 月㈱能勢建築構

造研究所入社。平成 13 年 5 月取締役就任。 

平成 23 年 5 月より現職 

写真１ 築約 90 年の民家

写真 2 大阪市立幼稚園

写真 3 ＪＲ郡家駅舎

写真 4 綾部市里山交流研修センター

「森もりホール」

写真 5 再建された中山寺五重塔
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